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摘要．ふ化か ら羽 化 ま で 長 目条件に お か れ た モ リチ ャ バ ネ ゴ キ ブ リ成虫の 24 時間 の 活動 リ ズ

ム を 観察 した 結果，暗期全般 に 活動 し二 つ の ピー
ク を 示 した．ま た 長 日条件 に おか れ た成虫に

つ い て，3 日間を 短 日，次 の 3 日間 を 長 日 と し こ の 6 日間を 1 サ イ ク ル と して，2 サ イ ク ル の

活動量を観察した と こ ろ ， 長日で は暗期開始直後か ら活動 した が 2 サ イ ク ル 目の 活動量 は 減少

し，

一・
方短 日で は ほ と ん ど活動しなか っ た，こ れ らの 個体を 短 日条件 に継続的 に お い て み る と，

活動時間帯は実験 を 開始した 5 日後 か ら早 ま り，9 日後 に は暗期開始直後か ら活動 し，短 Er条

件に 同調 した，

キ
ー

ワ
ード： モ リチ ャ

バ ネ ゴ キ ブ リ，日 長，日周行動，概日 V ズ ム

Abstract ．　At 　long−photoperiod 　in　 16hlight ：8hdark 　at　28℃，　adult 　of　the　cockroach

BlatteUα niPPonic α showed 　nocturnal 　with 　the　activity 　peaking 　in　the 　e且rly　and 　late　night

time．　 When 　adults 　reared 　in　long　photoperiod　was 　transferred　in　constant 　short 　photo −

period，　the　rlight 　tirne　activity 　under 　long −day 　condition 　was 　maintained ．　 However ，　the

cockroaches 　 made 　 the　activity 　 rhythm 　gradually　 change ，　 and 　 synchronized 　 with 　the

short −day　condition 　within 　g　days，

Key 　words ：Blatteilα nipponica ，　day　length，　daily　activity ，　circadian 　rhythm

は じ め に

　屋 外性の ゴ キ ブ リで あ る モ リ チ ャ バ ネ ゴ キ ブ リBlattellα niPPonica は，低山地帯か ら平地 に か け

て分布 し （木船 ・加茂 ， 1964）， 海岸や山林 の 落葉下 （緒方ら ， 1989）や神社境内や 庭 ， 潅木林地等

の 地表で 湿気が少な く落葉堆積の 豊富な 場所に多い （木船 ・ 加茂，1964）．そ の よ う な発生源が 人家

に近 い 場合 に は，屋 内に も侵入 し （三原， 1991）， 衛生害虫と して外耳道内の 異物に確認 された事例

もある （西田 ら，2002 ）．本種 の北限と して 太平洋側は千葉県，日本海側 は石川県，南限 と して鹿児

島県 の 種子島 まで 生息する とされ たが （朝比奈，
1963）， 近年の 報告で は ， 北限は栃木，茨城 （富

岡 ・柴山 tI998 ），南限は奄美大島 （三原，1991）まで 分布す る．

2004 年 8 月 26 日受付 （Received 　26　August 　2004 ）

2004 年 10 月 22 口受理 （Accepted 　220ctober 　2004 ）

一 129一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The society of Urban Pest Management, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　sooiety 　of 　Urban 　Pest 　Management 厂　Japan

　本種の 生活史に つ い て ，木船 ・加茂 （1964）は，野外で は 3 齢前後の幼虫で 越冬し，3 月下旬頃よ

り成長を始め ， 6−7 齢を経て 5 月中旬 ごろ に 羽化 し， 年発生回数は 3 回で ある と推定 した．また福

本 （1989 ；1990＞もほ ぼ 同様に ，野外観察 と室内飼育か ら 5−・6 月に 越年幼虫 の ほ とん どが羽化を完

了すると した．しか し，TsuJI（1985＞に よ る京都で の 観察で は，成虫は 6月上旬 に羽化 し 7 月
．
ド旬

か ら卵鞘が観察 される よ うに な り，ふ 化 した幼虫は成長す るが，年内に羽化する こ とはな く 6齢を

中心 に越冬する年 1 化性の 生活史を もつ こ とが報告され て い る． さ らに TSUJI （1985）は モ リチ ャ

バ ネ ゴ キ ブ リが 6 齢幼虫で 越冬する こ と に っ い て，成虫 よ りも こ の 発育 ス テ
ージ に お け る耐寒性が

大 き い こ となどか ら， 越冬前に 休眠が 誘導 され て い る こ とを指摘 した．また富岡 ・柴山 （1998）も終

齢前の 齢期で 越冬する こ とを確認 して い る．

　熱帯 ・亜熱帯を 原産 とす る チ ャ バ ネ ゴ キ ブ リや ワ モ ン ゴ キ ブ リは休眠性 を もた な い が （辻，

2000 ），ヤ マ トゴ キ ブ リ （岩崎，2000）や キチ ャ
バ ネ ゴ キ ブ リ （TANAKA 　and 　ZHu，　2003； 田中 ・朱 ，

2004 ）な ど，い くつ か の ゴ キ ブ リ類で は 日長条件 に よ っ て 発育速度が変化する こ とが 報告 さ れ て お

り，モ リチ ャ
バ ネ ゴ キ ブ リで も幼虫期の 短 日条件下で の発育遅延が観察 され て い る （大島，私信）．

こ れ らの 種で は ， 日長 と気温に 依存 した休眠に よ り活動量が低下 し，発育速度を制御 して い る と考

え ら れ る が
，

モ リチ ャ
バ ネ ゴ キ ブ リで は 日長 と生活史 ・行動 との 関連性 を記 した報告 は ほ とん どな

い ，本研究で は成虫の 活動 リズ ム に与え る 日長の影響を調 べ る 目的 で ，い くつ か の 観察を行 っ た．

材料お よび方法

供試虫の 飼育

　2002 年 8 月上旬に，神奈川県厚木市の 東京農業大学厚木キ ャ ン パ ス 内 の ク ヌ ギ を優占種とす る

雑木林か ら成虫およ そ 40 匹を採集 し，室内繁殖さ せ た，飼育に は 20× 14× 8cm の 蓋付きプ ラ ス

チ ッ ク容器 を用 い た．容器 の 底面 に は採集地か ら採取 した土壌 を 1cm 程度敷 き， 落葉を数枚入れ

た，餌 は直径 4．5cm ，高さ 1．5　cm の 皿 に 新鮮 な米ぬ か を与え，水は脱脂綿に 十分に 含ませた もの

を与え た．飼育環境は 28℃，16L ：8D （明期は 4 ；00，暗期 は 20 ：00 に 開始）の 長 日条件 とした．

　次世代を供試個体として 以下に示す二 っ の 観察を行 っ た．そ の 際飼育 と同じ容器を二 っ 使用 し，

容器 当た り成虫 5 個体 （雄 2 ：雌 3）を入れた．な お，成虫の 活動量 の 観察 の た め ，容器 の 中央 の 2

ヶ 所の 側面 に油性の 黒 マ ジ ッ クの 太字を用い それ ぞれ ラ イ ン を引 い た （図 1）．

図 1　実験容器の 模式図

　　 底 面 に 約 1cm の 上 壌 を敷 い た．実践 は 黒 マ ジ ッ ク に よ る ラ イ ン を 示す．点線 は 側面 の ライ ン の 延

　　 長 と して ，底面 Eに 存在す る こ と を想定 した ラ イ ン を 示す．
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観察 1： 長 日条件下におけ る成虫 の 24 時間の活動 リズ ム

　28℃，16L ；8D （明期 は 4 ：00，暗期は 20 ；00 に開始）の長 日条件下に お ける成虫 5 個体 の 24 時

間の 活動量 を 1 時間お き に 5 分間カ ウ ン ト した，活動量 の 測定 は，容器の 側面に お い て 成虫が ラ イ

ン を また い だ 回数，な らび に 容器 の 底面に お い て 土壌上に 側面か ら延長 した ラ イ ン が あ る こ とを想

定 し （図 1）， 明らか に 成虫が こ れ を また い だ と判断された回数 とした．で きるだ け供試虫 に影響を

与え な い よ う， 観察 は定温器内 の 中蓋 の ガ ラ ス 越 しに 行 っ た．明期 の 観察 は肉眼で 行い，暗期の観

察に は赤外線に よ る暗視機能付き の 家庭用 ビ デ オ カ メ ラを用い た ．各容器の 繰り返 し数は 3 回 と し

た．

観察 2： 長 日条件で 飼育され た成虫を長日 ・ 短 日条件の 交彑 に お い た時の 活動 リズ ム

　長 日条件で 飼育された成虫を短 日条件におい た場合， そ の 活動 リズ ム が どの よ うに変化する の か

を知 る 目的で ，以 下 の 二 っ の 観察を行 っ た．

　ふ 化か ら羽化 まで 長 日条件 に お かれ た成虫 に っ い て ，3 日間を短 日 （10L ：14D で 明期は 4 ；OO，

暗期 は 14 ：00 に開始）， 次の 3 日間を長 日 （16L ；8D で 明暗の開始時間 は観察 1 と同様）と し，こ

の 6 日間を 1 サ イ ク ル と して ，2 サ イ ク ル 計 12 日間そ の 活動量 を観察 した．活動量の測定は観察 1

と同 じ毎時 5 分 と した が，観察時間帯は暗期開始 1 時問後か ら 3 時間後 ま で （観察回数は 3） と し

た．飼育温度は 28℃ で ある．

　続 い て，こ の観察の 終了 日か ら成虫を短 日条件に お き，翌 日か ら 1 日お き に ll 日間，暗期開始 1

時間後の 15 ：00 か ら 21 ：00 まで （観察回数 は 7）の 毎時の 活動量を調べ た．

結果お よび考察

観察 1： 長 日条件下 に お け る成虫 の 24 時間の 活動 リ ズ ム

　長 日条件下に お け る成虫の活動量の 日周性を 3 回の 平均値と して 図 2 に 示 した．成虫は暗期全般

を活動時間帯 と し，そ の 活動量 は暗期開始 5 時間後の 1 ：00 を谷 と して 二 っ の ピ ー
クが認 め られ

た，明期開始 2 時闇後の 6 ：00 に は活動量が大 きく低下 し，8 ；00以 降は活動 しなか っ た．

　緒方 ら （1989）に よ る ワ モ ン ゴ キ ブ リの 活動 リズ ム に関する記述で は，短 日条件 （12L ： 12D）下に

お い て 暗期が始ま る数時間前 で 活動 の 立ち上が りが み られ，暗期の 開始と と もに，2−−3 時間に わ
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図 3 長 日条件 で 飼育 され た モ リチ ャ バ ネ ゴ キ ブ リ成虫 を異 な る 日長 に お い た と きの 活動量 の 変化

　　 活動量 は暗期開始 1時間後，2 時間後，3 時間後 に 5分間測定 し，こ の 3 回 の デ
ー

タ の 平均値を 示
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図 4　長 日 条件で 飼育され た モ リチ ャ バ ネ ゴ キ ブ 1
丿成虫を 短 日 条件 に 移 して か らの 活動時間帯 の 変化

　 　 暗期 の 開始時刻 は，長 日が 20 ：00，短 目は 14 ：00．

た っ て活動は活発に な る が ， 暗期の 後半に は低下 し，明期開始約 5 時間後に最低とな る．こ の ワ モ

ン ゴ キ ブ リの 例 と比較す る と モ 「
丿チ ャ

バ ネ ゴ キ ブ リで は，（1）ピー
ク が 2 回認 め られ，特に暗期に

な っ て か ら 8 時間後 （4 ：00）に 高 い 活動量 が 認 め られ る，（2）明 期開始後速や か に活動量が減少す

る，とい う違 い があ っ た．

観察 2 ： 長日条件で 飼育された成虫を長 日 ・短 日条件 の 交互に お い た時の 活動 リズ ム

　長 日条件で 飼育 され た成虫を 日長条件を 3 日ごと に 切 り替え た と きの 暗期開始 1−3 時間後 の 活
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動量 を図 3 に 示 した．なお ， 図中の 毎日 の活動量は 3 回の観察回数の平均値を用い た．二 つ の 容器

と も 1 サ イ ク ル
，

2 サ イ ク ル の 長 日で は ， 暗期開始直後か ら活動を始め たが，短 日で はほ とん ど活

動 しなか っ た．これ は，長 El条件で飼育され た成虫に，そ の 明暗周期に あわせ た活動 リズ ム が形成

されて い る ことを示 して い る． また，長日条件下で も 1 サ イ ク ル 目に比 べ ，2 サ イ ク ル 目で の 活動

量 が減少 して お り，それ まで に経験 した短 日が影響 して い る こ とが示唆される，

　次 に こ の 長日条件に 同調 した リズ ム を もつ 成虫を短 日条件に継続的 に 移 した時 の 活動開始時刻の

変化 を図 4 に示 した．短 日 へ 移行 した翌 日と 3 日目は ， 長日条件の 暗期開始 の 20 ：00 もしくは そ

の 1 時間前か ら活動 を開始 したが ， 5 日 目に は 活動時間の 開始が 1，2 時間早 くな り，9 日 目に は短

日条件で の 暗期開始 1 時間後 の 15 ；00 に は活動量が増大 した．

　緒方ら （1989）に よ る ワ モ ン ゴキ ブ リの 活動 リズ ム に 関する記述で は，短 日 に おかれ た個体を全

暗や全照明条件に移行すると，活動 リズ ム は 5 日以内に 変化が見 られ，新 し い 日長条件 に 同調する

よ うに なる． Er長な ど の 実験条件は異な る が， モ リチ ャ
バ ネ ゴ キ ブ リも同様な傾向を示 して い る と

い え よ う．

　 モ リ チ ャ
バ ネ ゴ キ ブ リの 活動が暗期に 継続 して 観察 される理由は明 らか で な い が，十分な餌が あ

る実験条件下で あり， 環境が変化 しや すい 自然条件に お い て の 活動 リズ ム の 理解も必要で あ る．ま

た ， 長 日条件下で 飼育され た成虫が 9 日以内に短 日条件に 同調した こ と に っ い て ，屋内性 の 種 で は

そ の 照 明は人為で あ り変動 も激 しい ， こ れ に比 べ て 屋外性の種で は，漸進的な 日長変化を経験す る

こ とか ら，急激 な 日長 の 変化へ の 同調 に は 時間がかか る もの と考え て い た． しか し，今回の 実験の

よ うに ワ モ ン ゴ キ ブ リと同様な傾向で あるすれ ば，こ の よ うな光条件 へ の 対応 は ゴキ ブ リ類に共通

の 性質で ある の か もしれ な い ．

　そ して ， 本種幼虫は短日条件下で の発育遅延が観察され て い るが，特定の 発育段階で 越冬す る こ

とが重要だ とすれば，幼虫の 日長 に対する反応 と して ど の よ うな経過 で 成長期か ら活動量を減少さ

せ る の で あろ うか ．休眠陸を支配する光周時計 と概 日時計の 関連性に っ い て ， タ マ ネ ギバ エ で は両

者の 光感受性が類似 して お り （WATARI ，2003 ）， 歩行な どの 活動パ タ ー
ン は光周性を反映させ るも

の の，両者は異な る性質を も っ て い る と される （渡，2004 ）．モ リチ ャ バ ネ ゴ キ ブ リ幼虫期 の 概 日時

計 や光周期性 の 解明が 今後の 課題で あ る．
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